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評 価 の 種 類 及 び 対 象 評 価 主 体評 価 の 種 類 及 び 対 象 評 価 主 体評 価 の 種 類 及 び 対 象 評 価 主 体評 価 の 種 類 及 び 対 象 評 価 主 体

政 策 評 価
根拠： （行政機関が行う政策の評価に関する法律）政 策 評 価 法

施 策 実 績 評 価
技 術 会 議

数値目標に基づく定量的評価
①「普及に移しうる成果」の数 ②主要学会誌等掲載論文数 ③国内特許・品種登録出願数

外部専門家等を含めた
「評価専門委員会」の事 業 評 価
設置

研究制度評価 研究分野別評価
主ア状

効果的・効率的に研究を推進す 研究・技術開発戦略の評価 要ッ況
るための各種研究制度（事業） ププの
の評価 土地利用型研究・ｹﾞﾉﾑ研究・ ロ調把

環境研究等重点研究分野ごと ジ査握
の戦略の評価 ェ（）

・生研機構基礎研究推進制度 ク研
・パイオニア研究 ト究
・連携実用化研究 の成 評価事務
・研究成果移転促進事業 フ果
・都道府県助成事業 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ評価 委託費に係るもの ォの（ ）
等の研究制度評価 ロ普

個々のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄごとの課題評価（事 及ー
前、中間、事後等各段階で実施） 技術会議事務局

政策評価担当課

各 課 室
独立行政法人が自ら行う評価
（中期目標・中期計画） ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄごとに「推進

評価会議」を設置

課題評価（運営費交付金に係るもの）

運 営 ・ 個 人 業 績 評 価
評価事務

機 関 評 価
独 立 行 政 法 人 通 則 法根拠：

各独立行政法人に対する業績評価 独立行政法人評価委員会
中期目標終了時 各事業年度

・中期目標の達成状況の ・中期計画の達成状況の
調査、分析 調査、分析 農業技術分科会
・業務実績全体の総合的 ・業務実績全体の総合的
評価 評価

（注） は、新たに実施する評価。



（参考）

農林水産技術会議が行おうとする評価の種類及び内容

研究制度別評価 研究分野別評価 プロジェクト等 農林水産省政策 独立行政法人評

評価 評価 価

評価の根拠 国家行政組織法、(政策評価法案) 独立行政法人通

大綱的指針、農林水産省評価指針(案) 政策評価要領 則法

評価の種類 政策評価（事業 政策評価（事業 政策評価（事業 政策評価（実績 独法の業務実績

評価） 評価） 評価） 評価） の評価

評価主体 技術会議 技術会議 技術会議 農水省 独法評価委

評価の対象 研究制度の機能 研究戦略の達成 プロジェクト研 技術開発施策 独法の業務の実

状況 究等課題 績及び中期計画

の実施状況

評価項目 効率性等 目標達成度、研 研究の達成度、 普及成果 論文 各独法の各年度、 、

究成果 重要性、研究成 品種・特許等数 毎の業務の実績

（ ）、果 研究成果等

財務・会計等

評価体制 研究制度別評価 研究分野別評価 プロジェクト研 農林水産省政策 独立行政法人評

委員会 委員会 究等評価会 評価会 価委員会

評価の反映 研究制度の改善 予算配分、戦略 プロジェクト研 予算等 独法の業務運営

の見直し等 究等課題の改善 の改善



研究分野別評価と独法評価委による評価の相違点

研究分野別評価 独法評価委による評価

評価の根拠 国家行政組織法 独立行政法人通則法

(政策評価法案)

大綱的指針

農林水産省評価指針

評価の性格 政策評価（事業評価） 独立行政法人の業務実績の評価

評価の主体 農林水産技術会議 独立行政法人評価委員会

評価の対象 研究・技術開発戦略の達成状況 独立行政法人の業務の実績及び中

（研究・技術開発戦略に沿って独 期計画の実施状況

法で行われる研究開発の状況だけ （各独立行政法人の各年度毎の業

でなく、都道府県、民間等の研究 務の実績（研究成果等 、財務・）

の状況の整理・分析も十分踏まえ 会計等を評価する）

て評価を実施する）

研究開発状況 ・研究開発主体については、特定 ・個々の独立行政法人の業績に対

に係る評価の の主体に限定しない横断的な評価 する評価

視点 ・戦略の達成度だけでなく、政策 ・各独立行政法人が策定した中期

手法の妥当性（資源配分、課題設 計画に対する達成度評価

定、産学官連携等の推進方策等）

も含めた総合的評価

評価の反映 技会が行う研究政策企画に反映 独立行政法人の業務運営の改善に

（予算の配分、戦略の見直し等） 反映



（参考）
政策評価専門委員会の設置及び構成について（案）

【構成図】 【各段階の役割】

・評価の大枠を決定農林水産技術会議
・評価結果の決定

指示 報告・決定

・評価の中心的役割政策評価専門委員会
委員：1～2名 ・各評価の結果の点検
専門委員：12名

研究制度別評価

・評価の実務を担当研究分野別評価 プロジェクト研究
・個別評価の実施分科会 等評価会

専門委員：7名(分野別 各評価ごとに学識者数
分科会座長兼務) 名で構成
学識者：各分野ごとに3
～5名を任命 プロジェクトA

評価会
土地利用型

プロジェクトB
園 芸 評価会

作 物 育 種 プロジェクトC
評価会

畜 産

ｹﾞﾉﾑ等先端

環 境

食 品

農 山 漁 村

国 際

・専門委員会、分科会農林水産技術会議事務局
の事務局

評価手法の改善 技術成果の経済
の検討 的効果の把握 ・評価に係る事務を担

(委託調査など) 当

評価の実施と並行して、評価手法の改善について検討するとともに、主要技
術開発成果の社会経済的効果の把握を行う。



専門委員会・分科会等 人選（案）

【政策評価専門委員会】

技会委員 1～2名
専門委員 12名 土地利用型・作物育種 1名

園芸 1名
畜産 1名
ゲノム等先端 1名 研究分野別評価
環境、国際 1名 分科会座長を兼務
食品 1名
農山漁村 1名
技術政策 1名
経済学 1名
農業一般 1名
都道府県行政 1名
産業界 1名

学識者【 】研究分野別評価分科会

(1)土地利用型 3～5名 (水田作物、畑作物、植物生理、農業者等)
(2)園芸 3～5名 (野菜、果樹、花き・工芸作物、農業者等)
(3)作物育種 3～5名 (水田作物、畑作物、園芸・工芸作物、農業者等)
(4)畜産 3～5名 (家畜生産、畜産環境、獣医、農業者等)
(5)ゲノム等先端 3～5名 (ゲノム、分子遺伝学、発生学、材料・物質工学等)
(6)環境 3～5名 (生態環境、有機物資源、地球環境、消費者等)
(7)食品 3～5名 (食品化学、酵素化学、食品産業、消費者等)
(8)農山漁村 3名 (農村計画、地域開発、農業工学)
(9)国際 3名 (開発経済、熱帯農学、国際協力)

【 】プロジェクト等評価会

学識者 数名 （プロジェクト関係専門家）



評価作業のスケジュール（13年度）（案）

政 策 評 価 専 門 委 員 会
プロジェクト評価 独立行政法人評価

研究分野別評価分科会(専 会 委員会
門委員及び学識者が出席)

13年 <調査基礎票の作成> 第1回(現地検討
5月 会)

6月 第1回(13年度研究制度別評 第1回(13年度評価の実施方 政策評価専門委員
価の実施方針及び研究分野 針等について) 会に中間評価結果
別評価に係る重点分野の選 <支援システム設計、評価 を報告
定等について) 様式の統一等の内部検討>

7月 第2回(研究制度別検討課 第2回(重点A分野調査)
題) <評価の内部作業>

8月 第3回(研究制度別評価中間
取りまとめ)

9月 第3回(重点B分野調査) 第2回(独法の評価
<研究企画支援システム設 方針について)
計、評価様式の統一等の概
略取りまとめ>

10月 第4回(評価内部作業結果及 第3回(評価の方法
び重点A,B分野調査まとめ の検討)、
評価手法の検討)

12月 <研究企画支援システム完 第4回(独法評価方
成> 法の決定)

14年 第4回(研究分野別評価中間 プロジェクト評価
1月 取りまとめ；研究制度別評 会(～3月)

価取りまとめ)

2月 技会に研究制度別評価取り
まとめ結果を報告、決定

3月 政策評価専門委員
会に評価結果を報
告

4～5 第5回(13年度研究分野別評 第5回(13年度評価結果及び
月 価結果及び14年度評価方針 14年度評価方針取りまと

取りまとめ) め)
技会に研究分野別評価取り
まとめ結果を報告、決定

注1 < >内は技会事務局内の検討事項である。
注2 上記とは別に、技会事務局内に、評価手法の改善検討を行う評価高度化検討会及び主要な技術開発成
果のもたらす経済的・社会的効果を把握するフォローアップ調査会を置く。



評価作業のスケジュール（14年度以降）（案）

独立行政法人評価委員会政策評価専門委員会・研究分野別評価分科会

4月 第1回（当該年度の評価の実施方針等に
ついて）

6月 第2回(重点A分野現地調査)

7月 第1回（独法の前年度実績に基づく
前年度の実績評価）

8月 第3回（独法評価委に提出された独法の
前年度実績を用いた全分野の1次評価） 同一データの利用

9月 第4回(重点A分野の検討)
第5回(重点B分野現地調査)

10月 第6回(重点B分野の検討) 第2回(前年度の実績評価の運営等へ
の反映の検討)

12月 第7回(前年度全分野の2次評価結果取り
まとめ)

、 、1月 技会に重点A B2分野の評価結果を報告
決定
技会に前年度全分野の評価結果を報告、
決定

（ ）2月 第3回 次年度の評価方針の検討等


